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今
年
の
大
型
連
体
ヽ
多
く
の

閣
僚
が
外
遊
さ
れ
ま
し
た
。

茂
木
外
務
大
臣
は
資
源
豊
富

な
ア
フ
リ
カ
の
ザ
ン
ビ
ア

・
ア

ン
ゴ
ラ

・
ケ
ニ
ア

・
南
ア
フ
リ

カ
を
訪
問
し
て
、
資
源
外
交
を

精
力
的
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

小
泉
防
衛
大
臣
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

や
ク
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
リ
ー

ド
国
で
も
あ
る
イ

ン
ド
ネ
シ

ア
、
そ
し
て
中
国
と
南
シ
ナ
海

の
南
沙
諸
島
の
領
有
権
等
を
め

ぐ
り
激
し
く
対
立

・
海
警
船
と

巡
視
船
の
衝
突
も
頻
発
し
て
い

る
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
を
訪
間
。
そ

れ
ぞ
れ
我
が
国
と
の
防
衛

。
安

全
保
障
協
力
関
係
の
強
化
を
目

に
見
え
る
形
で
世
界
に
示
し
ま

し
た
。

高
市
首
相
は
ベ
ト
ナ
ム
と
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
問
。
ベ
ト

ナ
ム
で
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
「
パ

ワ
ー

。
ア
ジ
ア
」
の
初
案
件
と

し
て
ベ
ト
ナ
ム
の
原
油
の
追
加

調
達
支
援
の
推
進
な
ど
を
表

明
。
更
に
、
同
国
滞
在
中
、
安

倍
首
相
に
よ
る
提
唱
か
ら
１０
年

を
迎
え
る

「自
由
で
開
か
れ
た

イ
ン
ド
太
平
洋
構
想

（
Ｆ
０
１

Ｐ
）
」
に
つ
い
て
、
「進
化
し
た

自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

洋
～
共
に
強
く
豊
か
に
～
」
と

題
し
て
外
交
政
策
の
発
表
も
行

い
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
首
脳
陣

か
ら
贅
同
を
受
け
て
い
ま
す
。

同
首
相
は
次
い
で
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
を
訪
間
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ル
バ

ニ
ー
ジ
ー
首
相
と
の
首
脳
会
談

の
際
、
高
市
首
相
は
、
日
豪
両

国
が
先
駆
的
な
安
全
保
障
協
力

を
進
め
る
同
志
国
連
携
の
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
、
い
わ

ば

「準
同
盟
国
」
と
も
言
え
る

レ
ベ
ル
の
関
係
を
築
い
て
い
る

旨
、
述
べ
て
い
ま
す
。　
・

首
脳
会
談
後
に
発
出
さ
れ
た

共
同
文
書
は
、
「
経
済
安
全
保

障
協
力
」、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
協
力
」
、
「重
要
鉱
物
協
力

強
化
」
、
「日
豪
戦
略
的
サ
イ
バ

ー
・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」、
「強

化
さ
れ
た
防
衛

。
安
全
保
障
協

力
」
と
、
重
要
分
野
５
つ
に
も

及
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

現
下
の
国
際
情
勢
の
中
に
在

っ

て
、
「
準
同
盟
国
」
と
も
言
え

る
両
国
の
関
係
強
化
が
焦
眉
の

急
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
左
の

一
例
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

５
つ
の
共
同
文
書
の
中
の
、

例
え
ば

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
協
力
に
関
す
る
日
豪
共
同
声

明
」
の
中
に
は
、
「両
国
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
強

化
、
液
化
天
然
ガ
ス
、
石
炭
及

び
液
体
燃
料
を
含
む
必
要
不
可

欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
資
の
両
国

す
。
い
つ
解
決
す
る
か
分
か
ら

な
い
中
東
で
の
混
乱
の
直
撃
を

受
け
て
い
る
今
、
改
め
て
資
源

小
国
日
本
の
命
運
は
同
国
に
か

か

っ
て
い
る
と
言

っ
て
も
決
し

て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「準

同
盟
国
」
と
し
て
、　
一
層
の
関

係
強
化
は
必
須
で
す
。

併
せ
て
筆
者
が
訴
え
た
い
の

は
、
唐
突
で
恐
縮
な
の
で
す
が
、

我
が
国
の
液
化
天
然
ガ
ス
の
総

輸
入
量
の
約
３
％
を
占
め
て
き

た
国
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
あ
る

て
い
ま
せ
ん
。

筆
者
に
は
苦
い
経
験
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
開
催
さ
れ
た
大
阪

関
西
Ｅ
Ｘ
Ｐ
０
２
０
２
５
の
会

場
で
行
わ
れ
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル

の
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
我
が
国

に
対
す
る
液
化
天
然
ガ
ス
供
給

国
を
説
明
さ
れ
た
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
方
が
示
し
た
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
や
発
言
か
ら
は
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
名
前
は
出
て

も
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
名
前
は

全
く
出
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
同
ガ
ス
田
の
採
掘
は

現
在
終
了
し
ま
し
た
ё
今
後
は
、

絶
好
の
二
酸
化
炭
素
貯
蔵
施
設

と
し
て
、
我
が
国
は
フ
ル
に
活

用
し
て
行

っ
た
ら
よ
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
バ
ユ
ウ
ン
ダ

ン
ガ
ス
田
と
同
様
に
テ
ィ
モ
ー

ル
海
で
見
つ
か

っ
て
い
る
グ
レ

ー
タ
ー
サ
ン
ラ
イ
ズ
ガ
ス
田
の

開
発
方
法
を
巡
っ
て
厳
し
い
交

渉
を
続
け
て
い
ま
す
。
東
テ
ィ

モ
ー
ル
は
、
今
度
は
海
底
バ
イ

プ
ラ
イ
ン
を
東
テ

ィ
モ
ー
ル

に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
引

き
続
き
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
持

っ
て

く
る
こ
と
を
主
張
し
、
未
だ
何

・

ら
か
の
合
意
に
は
至

っ
て
い
ま

せ
ん
。
交
渉
が
長
引
い
て
い
る

う
ち
に
、
日
本
の
関
係
企
業
複

数
社
が
、
本
案
件
か
ら
手
を
引

く
動
き
を
見
せ
て
い
る
こ
と
，

は
、
資
源
小
国
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
全
保
障
上
、
看
遇
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
経
済

産
業
省

‘
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

の
取
り
組
み
は
ど
う
な

っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
患
い
出
す
の
は
、
筆

者
が
駐
東
テ
ィ
モ
ー
ル
大
使
在

任
中
の
話
し
に
な
り
ま
す
が
、

同
僚
の
当
時
の
中
国
大
使
が

「バ
ユ
ウ
ン
ダ
ン
の
ガ
ス
は
日

・

本
に
取
ら
れ
た
が
、
グ
レ
ー
タ

ー
サ
ン
ラ
イ
ズ
は
我
々
が
頂

く
」
と
語
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

現
在
、
中
国
が
グ
レ
ー
タ
ー
サ

ン
ラ
イ
ズ
ガ
ス
田
を
ど
う
見
て

い
る
か
、
小
生
に
は
分
か
り
ま

．

せ
ん
が

・
・
・
。
時
宜
を
失
す

る
こ
と
の
無
い
国
家
戦
略
的
決

断
と
行
動
を
願

っ
て
止
み
ま
せ
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・

な
お
、
併
せ
て
東
テ
ィ
モ
ー

．

ル
の
関
係
で
忘
れ
な
い
で
頂
き

こ
れ
ま
で
に
な
く
厳
し
く

複
雑
な
国
際
情
勢
ｃ

今
や
日
本
を
含
む
世
界

は
、
先
行
き
予
断
を
許
さ
な

い
事
態
の
生
起

。
展
開
に
翻

弄
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
国
際
社
会
に
在

っ
て
、
資
源
小
国
で
も
あ
る

我
が
国
が
、
そ
の
国
益
を
追

求

。
確
保
し
、
安
全
保
障
に

還
漏
無
き
舵
取
り
を
し
て
行

く
た
め
に
は
、
国
内
で
は
自

ら
汗
し
て
積
極
的
に
挑
戦

・

行
動
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
関
係
諸
国
と
の
強
い
相

互
信
頼

・
絆
を
基
盤
と
し
た

時
宣
を
逸
し
な
い
重
層
的
且

つ
し
た
た
か
な
外
交
活
動
の

推
進
が
肝
要
と
思
い
ま
す
。

『恵
れ
な
い
で
下
さ
い

東
テ
ィ
モ
ー
ル
」

間
に
お
け
る
流
通
を
支
援
す
る

こ
と
、
並
び
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
製

品
に
係
る
貿
易
の
安
定
的
か
つ

透
明
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
維

持
す
る
と
と
も
に
、
投
資
環
境

に
関
す
る
予
測
可
能
性
と
透
明

性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

へ
の
コ

ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
す

る
。
」
等
の
記
述
が
あ
り
ま
す
ё

我
が
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

か
ら
の
液
化
天
然
ガ
ス
輸
入
量

は
、
総
輸
入
量
の
約
３８
％
を
占

め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
採
掘
し
て
来
た
テ

ィ
モ
ー
ル
海
に
あ
る
バ
ユ
ウ
ン

ダ
ン
ガ
ス
日
の
天
然
ガ
ス
は
、

海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
送

ら
れ
、
そ
こ
で
液
化
さ
れ
年
間

約
３
０
０
万
ト
ン
の
全
て
が
日

本
に
輸
出
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

統
計
上
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か

ら
の
輸
入
に
含
ま
れ
て
し
ま

っ

て
い
る
た
め
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル

の
重
要
性
は
あ
ま
り
認
識
さ
れ

造
塚^
※
螂
」
や

栞ヽ
す



‘Ｘ
″
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
銃

は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
が
独
立
を

回
復
し
た
２
０
０
２
年
５
月
２０

日
以
降
、
今
日
ま
で
、
日
本
の

首
相
で
東
テ

ィ
モ
ー
ル
を
訪
間

さ
れ
た
方
が
誰
も
お
ら
れ
な
い

こ
と
で
す
。

小
な
り
と
い
え
ど
も
、
正
に

「
山
椒
は
ピ
リ
リ
と
辛
い
」
の

イ
モ
ー
ル
で

地
政
学
的
に
重
要
な
位
置

昨
年
１０
月

郷
日
に
は
日
本
が
重
視
す
る
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
１１
番
目
の
加
盟
国

に
も
な
り
ま
し
た
。
当
日
開
催

さ
れ
た

「
日

，
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首

脳
会
議
障
一
に
出
席
し
た
高
市
首

相
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
グ
ス
マ

ン
首
相
ど
笑
顔
で
熱
い
挨
拶
を

交
わ
し
て
い
る
テ
レ
ビ
報
道
が

浮
か
ん
で
来
ま
す
０
日
本
と
基

本
的
価
値
観
を
共
有
。
同
国
の

政
治
的
民
主
化
度
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
第

一
。
「
自
由
で
開
か
れ
た

イ
ン
ド
太
平
洋
構
想
」
を
支
持
。

日
本

・
ド
イ
ツ

・
イ
ン
ド

・
プ

ラ
ジ
ル
の
国
連
安
保
理
常
任
理

事
国
入
り
を
支
持
．
平
均
年
齢

２１
歳

・
３０
歳
以
下
が
人
回
の
６５

％

・
合
計
特
殊
出
生
率
は
４

・

０

（
日
本
は
■

・
爵
）
。
高
市

首
相
が
い
み
じ
く
も
述
べ
て
い

る

「静
か
な
有
事
」
で
あ
る
少

子
化
が
加
速
し
続
け
て
い
る
日

本
と
は
真
逆
の
若
い
国
。
枝
能

実
習
生
の
派
遣
・受
け
入
れ
は
、

２
０
２
３
年
か
ら
開
始
。
現
在
、

約
７０
名
。
引
き
続
き
増
加
を
図

っ
て
行
く
こ
と
は
、
双
方
に
と

っ
て
有
益
。二
更
に
、
常
石
造
船

や
管
清
工
業
、
伊
藤
忠
商
事
等
、

い
く
つ
か
の
日
本
企
業
の
同
国

進
出

・
投
資
が
開
始
さ
れ
る
な

ど
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
ウ

イ
ン

，
ウ
イ
ン
の
関
係
は
ゆ

っ

く
り
で
す
が
、
着
実
に
歩
を
進

め
て
来
て
い
ま
す
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
、
し
た
た

か
な
全
方
位
外
交

（
Ｚ

ｅ
ｒ
ｏ

Ｅ

ｎ
ｅ
ｍ
ｙ
、
　

Ｎ

ｏ
　
ａ

ｌ
ｌ
ｉ

ｅ
ｓ
）
を
展
開
。
中
国

や
キ

ュ
ー
バ
と
も
近
い
。
紛
争

経
験
国
や
脆
弱
国
か
ら
成
る

ｇ

＋
７
諸
国
２０
カ
国

（
う
ち
１４
か

国
が
ア
フ
リ
カ
）
の
首
脳
会
議

を
主
宰
し
リ
ー
ド
。

ｇ
＋
７
事

務
局
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
首

都
デ
ィ
リ
に
置
か
れ
て
い
る
。

更
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
圏
諸
国
共

同
体

（Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
）
の
メ
ン
バ

―
で
も
あ
り
、
島
嶼
国
と
の
関

係
も
深
い
。
日
本
と
し
て
、
こ

れ
ら
諸
国
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
の

一
つ
と
し
て
、
必
要
に
応

じ
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
協
力
も

得
ら
れ
る
よ
う
に
常
日
頃
か
ら

緊
密
な
信
頼
関
係

・
絆
を
構
築

し
て
お
く
こ
と
は
、
日
本
外
交

に
と

っ
て
重
要
な
ア
セ
ッ
ト
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う

カ
同
国
に
は
、
２
０
２
７
年
の

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
２
０
２
８
年

の
タ
イ
に
続
い
て
２
０
２
９
年

に
初
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
の

順
番
が
回

っ
て
来
ま
す
。
そ
の

大
任
を
引
き
受
け
成
功
裡
に
実

施
す
る
と
の
決
意
の
下
、
既
に

ク
ス
マ
ン
首
相
を
長
と
す
る
国

家
組
織
を
立
ち
上
げ
て
い
ま

す
。
日
本
は
そ
ん
な
東
テ
ィ
モ

ー
ル
に
寄
り
添
う
な
か
で
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
新
米
メ
ン
バ
ー
が
議

長
国
と
し
て
の
重
責
を
果
た
し

う
る
た
め
に
日
本
が
出
来
る
協

力
ヽ
支
援
に
つ
い
て
早
急
に
合

意
し
、
着
手
し
て
行

っ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
議
長
国
を

■
回
パ
ス
す
る
旨
を
表
明
せ
ざ

る
を
得
な
い
事
態
に
は
陥
ら
せ

な
い
と
の
強
い
姿
勢
を
、
日

本
が
内
外
に
示
し
て
い
く
外

交
効
果
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
東
テ
ィ
モ
ー

ル
は
、
今
月
５
月
２０
日
に
２４

回
日
の
独
立
回
復
記
念
日

。

日
本
と
の
国
交
樹
立
記
念
日

を
迎
え
ま
す
。

高
市
首
相
が
、
日
本
首
相

と
し
て
初
め
て
独
立
回
復
後

の
同
国
訪
間
に
踏
み
切
り
、

共
に
将
来
を
見
据
え
た
ウ
イ

ン

・
ウ
イ
ン
の
内
容
を
盛
り

込
ん
だ
首
脳
会
談
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
両
国
の

信
頼
関
係

。
絆
の
強
化
は
格

段
の
弾
み
が
つ
く
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
特

に
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア

ジ
ア
諸
国

，
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加

盟
国
の
国
際
的
反
応
も
注
目

さ
れ
ま
す
。

北
原
　
巖
男

（き
た
は
ら
い

わ
お
）
　

一死
防
衛
施
設
庁
長

富
。
元
東
テ

ィ
モ
ー
ル
大

使
。
現
日
本
東
テ
ィ
モ
ー
ル

協
会
会
長
。

（
公
社
）
隊
友

会
理
事


